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提
出
期
日
迫
る

STEP１　 2024年度分（賃金改
善開始～2025年３月
まで）の「ベースアッ
プ評価料収入」と「賃
金改善措置による賃金
増加分」を確認

STEP２　 今 年 ６ 月 末 ま で に
2025年度分の賃金改
善計画書を提出

STEP３　 今 年 ８ 月 末 ま で に
2024年度分の賃金改
善実績報告書を提出

計画書６月末

報告書８月末

ダウンロードは
こちらから

↓

2025政策パンフレットご活用ください

歯科医療に正当な評価を
理事長　小澤　力

　

兵
庫
県
の
斎

藤
知
事
の
パ
ワ

ハ
ラ
疑
惑
を
調

査
す
る
百
条
委

員
会
の
委
員
長
を
務
め
た
奥

谷
県
議
は
、
県
知
事
選
挙
の

期
間
中
、
政
治
団
体
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
党
」
党
首
の
立
花
孝
志
氏

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
虚
偽
の
内
容
を

投
稿
さ
れ
、
名
誉
毀
損
さ
れ

た
と
し
て
刑
事
告
訴
し
た
ほ

か
、
自
宅
兼
事
務
所
の
前
で

街
頭
演
説
し
た
内
容
も
脅
迫

に
あ
た
る
な
ど
と
し
て
、
警

察
に
被
害
届
を
出
し
た
。

　

そ
も
そ
も
斉
藤
知
事
に
対

し
て
、
第
三
者
委
員
会
報
告

で
は
当
事
者
が
調
査
に
関
与

し
た
事
は
極
め
て
「
不
当
」

と
し
て
お
り
、
告
発
文
書
作

成
配
布
も
公
益
通
報
に
当
た

り
通
報
者
探
し
は
公
益
通
報

者
保
護
法
違
反
と
し
て
い

る
。

　

斉
藤
知
事
の
他
人
事
の
様

な
対
応
も
理
解
に
苦
し
む

が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
オ
ー

ル
ド
メ
デ
ィ
ア
な
ど
と
い
っ

て
信
用
せ
ず
、
無
法
地
帯
と

も
い
え
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
情
報

や
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
鵜

呑
み
し
て
い
る
人
の
多
さ

に
、
危
機
感
を
覚
え
る
。

　

多
様
な
意
見
と
そ
の
根
拠

と
な
る
事
象
を
フ
ァ
ク
ト
チ

ェ
ッ
ク
し
、
情
報
を
取
捨
選

択
す
る
能
力
が
問
わ
れ
て
い

る
。 

（
Ｎ
）

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歯
科

医
療
機
関
の
経
営
の
安
定
を

図
り
、
地
域
医
療
を
守
り
続

け
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
歯

科
医
師
が
世
論
に
働
き
掛

け
、
来
た
る
参
議
院
議
員
選

挙
を
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
捉
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
。
今
こ
そ
、

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
、

窓
口
負
担
の
軽
減
な
ど
私
た

ち
が
安
心
し
て
歯
科
医
療
を

提
供
し
、
患
者
が
お
金
の
心

配
な
く
受
診
で
き
る
よ
う
保

険
歯
科
医
療
の
充
実
を
求
め

て
い
き
た
い
。

今
号
同
封

政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

今
号
に
「
歯
科
医
療
に
正

当
な
評
価
を
」
と
題
し
た
政

策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
５
部
ず

つ
同
封
し
て
い
る
。
Ｂ
５
判

・
カ
ラ
ー
、
８
ぺ
ー
ジ
。
ぜ

ひ
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ

　協会では、会員を対象に24年改定に対
応した「口腔管理体制強化加算（改定前：
か強診）」「在宅療養支援歯科診療所」「歯
科外来診療医療安全対策加算・歯科外来診
療感染対策加算（改定前：外来環）」の施
設基準を届け出るにあたり必要な研修を開
催します。
詳細は３面行事案内をご覧ください

で
、
保
険
で
高
水
準
の
歯
科

医
療
を
患
者
に
提
供
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歯
科

医
師
へ
の
評
価
は
海
外
と
の

比
較
で
も
あ
ま
り
に
低
す
ぎ

る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中

で
、
今
、
政
府
と
一
部
野
党

は
さ
ら
に
医
療
費
抑
制
政
策

を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
を
許
せ
ば
、
国
民

の
受
療
権
も
医
院
経
営
も
守

「日本を守るため」
ではない

朝
鮮
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
、

自
国
を
守
る
た
め
の
体
制

だ
。
一
方
で
、
日
本
が
い
ま

急
ピ
ッ
チ
で
臨
戦
体
制
を
進

め
て
い
る
の
は
日
本
が
攻
め

ら
れ
る
危
険
が
高
ま
っ
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
。
実
際
、

ア
メ
リ
カ
も
日
本
も
そ
の
よ

う
な
事
態
は
想
定
し
て
い
な

い
。
で
は
、
な
ぜ
臨
戦
体
制

が
必
要
な
の
か
―
―
背
景
に

あ
る
の
は
「
台
湾
有
事
」
で

あ
る
。

　

沖
縄
タ
イ
ム
ス
は
２
０
２

４
年
11
月
、「
台
湾
有
事
で
ミ

サ
イ
ル
網
」
「
南
西
諸
島
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
域
化
」
と
報

じ
、
自
衛
隊
と
米
軍
が
台
湾

有
事
を
想
定
し
た
初
の
共
同

作
戦
計
画
を
策
定
中
で
、
12

月
中
に
ト
ッ
プ
が
署
名
す
る

計
画
だ
と
伝
え
た
。
公
表
さ

れ
て
い
な
い
が
、
す
で
に
署

名
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
が
侵
略
さ
れ
る

場
合
の
話
で
は
な
い
。
台
湾

で
戦
争
が
起
き
た
時
に
、
自

衛
隊
と
米
軍
が
と
も
に
作
戦

を
遂
行
す
る
と
い
う
「
戦
争

計
画
」
に
他
な
ら
な
い
。

米
軍
の
戦
争
遂
行
が

米
軍
の
戦
争
遂
行
が

優
先
優
先

　

共
同
通
信
の
ス
ク
ー
プ
に

よ
れ
ば
、
台
湾
有
事
の
際
、

米
軍
は
南
西
諸
島
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
ず
ら
り
と
ミ
サ
イ
ル

部
隊
を
展
開
し
、
軍
事
拠
点

を
設
け
る
と
い
う
。
そ
れ
が

ア
メ
リ
カ
の
構
想
だ
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
す
る

の
か
。
第
一
に
、
攻
撃
目
標

を
広
く
配
置
し
て
中
国
に
負

担
を
か
け
る
こ
と
。
第
二

に
、
島
々
に
ミ
サ
イ
ル
の
壁

を
築
き
、
中
国
が
太
平
洋
に

出
て
こ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
だ
。
こ
の
島
々
は
中
国

に
と
っ
て
太
平
洋
へ
の
「
玄

関
口
」
で
あ
り
、
ふ
さ
い
で

し
ま
え
ば
、
米
軍
が
ハ
ワ
イ

や
グ
ア
ム
、
本
土
か
ら
台
湾

へ
部
隊
や
補
給
を
送
る
際
の

安
全
を
確
保
で
き
る
。
米
軍

の
戦
争
遂
行
を
優
先
し
た
戦

略
な
の
で
あ
る
。

　

日
本
政
府
は
こ
の
戦
略
に

従
い
、
奄
美
大
島
、
宮
古

島
、
石
垣
島
、
沖
縄
本
島
、

さ
ら
に
九
州
に
も
自
衛
隊
の

地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
配

備
し
、
「
南
西
の
壁
」
を
完

成
さ
せ
た
。
こ
れ
は
「
日
本

を
守
る
た
め
」
で
は
な
い
。

台
湾
有
事
の
際
に
、
米
軍
と

と
も
に
戦
争
す
る
た
め
の
体

制
づ
く
り
な
の
で
あ
る
。

日
本
の
臨
戦
態
勢
は

日
本
の
臨
戦
態
勢
は

「
台
湾
有
事
」

「
台
湾
有
事
」

　

韓
国
で
は
す
で
に
米
韓
連

合
司
令
部
が
設
け
ら
れ
、
有

事
に
は
韓
国
軍
が
米
軍
の
指

揮
下
で
動
く
「
戦
時
作
戦
統

制
権
」
が
ア
メ
リ
カ
に
委
譲

さ
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
北

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
布
施
祐
仁
氏
が
「
日
米
軍
事
一
体
化

の
行
方
と
戦
争
の
リ
ス
ク
―
こ
の
道
の
先
に
国
益
は
あ
る
の

か
」
と
題
し
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
・
反
核
平
和
委
員
会
の

主
催
で
３
月
16
日
、
講
演
し
た
。
編
集
部
が
布
施
氏
の
講
演

概
要
を
ま
と
め
、
連
載
で
紹
介
す
る
。

―４―

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を

算
定
し
て
い
る
医
療
機
関

は
、
地
方
厚
生
局
に
「
令
和

７
年
度
分
賃
金
改
善
計
画

書
」
を
６
月
末
ま
で
に
、

「
令
和
６
年
度
分
賃
金
改
善

実
績
報
告
書
」
を
８
月
末
ま

で
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
。
期
日
が
迫
っ
て

お
り
、
対
応
が
必
要
だ
。
厚

労
省
が
示
し
た
ベ
ア
評
価
料

届
出
後
に
必
要
な
書
類
提
出

の
流
れ
は
下
記
の
と
お
り
。

　

経
税
部
で
は
「
２
０
２
４

年
度
分
の
賃
金
改
善
実
績
報

告
書
」
の
作
成
講
座
を
８
月

24
日
に
予
定
し
て
い
る
。

TEL：06-6568-7731
［９：00-17：00／平日のみ］
協会の概要、資料請求はホーム
ページもご利用ください

入会・資料請求の 
お問い合わせ
協会ガイドダウンロード

お気軽にお問い合わせ
ください

近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
、
未
入
会
の
先
生
に
本
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
郵
送
停
止
を
ご
希
望
の
方
は
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
協
会
へ
の
ご
入
会
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
協
会
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

協
会
は
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
選
挙
を
、

命
と
健
康
を
守
る
政
治
へ
と
転
換
さ
せ
る
機
会
に
し
よ
う

と
、
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
今
号
に
５
部
ず

つ
同
封
。
小
澤
力
理
事
長
が
活
用
を
呼
び
か
け
る
。

「
経
営
に
見
通
し

立
た
な
い
」
現
状

　

昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
後

に
協
会
が
実
施
し
た
会
員
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
経
営
に
見

通
し
が
立
た
な
い
」
、
「
閉
院

を
考
え
て
い
る
」
と
答
え
た

50
代
の
先
生
方
が
20
％
を
超

え
た
。

理
由
は
「
物
価
高

騰
」
が
79
・
１
％
。
ち
ょ
う

ど
コ
ロ
ナ
の
時
の
借
入
金
の

返
済
が
始
ま
っ
て
い
る
が

「
借
入
金
の
返
済
」
が
63
・

２
％
、「
ス
タ
ッ
フ
が
確
保

で
き
な
い
」
が
48
・
８
％
だ

っ
た
。
こ
れ
が
い
ま
現
場
で

起
こ
っ
て
い
る
歯
科
の
現
状

だ
。参

院
選
を
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
へ

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
下

評価料Ⅰのみ評価料Ⅰのみ
の算定医療機関

評価料Ⅱ評価料Ⅱ
の算定医療機関

る
。
情
報
に
つ
い
て
は
随
時

更
新
し
て
い
る
。

　

追
加
の
活
用
は
政
策
部
・

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06
‐
６
５
６
８
‐

７
７
３
１　

ま
で

会員限定！届出医療の研修会会員限定！届出医療の研修会

口管強（旧か強診）、歯援診、
外安全・外感染（旧外来環）、
歯初診にかかる施設基準研修会

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料


